
とっても
楽しいねF

広報

(3/7・竹松住民センタ ー)

竹 トンボやお手玉、わらぞうりなど、

今は忘れかけている伝統工芸。竹松小校

区健全協では 3月 7日、ふれあいを深め

るとともに伝統を伝えていこうと、わら

ぞうり作りを行いました。

幼児からお年寄りまで約 100人が参加。

お年寄りの手ほどきを受けながら楽しむ

子供たちは 、生き生きとしています。ま

た 、「昔作っていたころがなつかしくなっ

て」と 、初めて参加したおばあさんも 、

わらの感触を楽しんで、いました。

平成4年4月号
No. 7 743 
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昭和27年 ごろの、本町 2丁目

付近の風景です。当時か らこの

辺は商 庖街とし て、また本通り

としてにぎわい、 パスも通 って

いました O

現在は当時の面影を見る こと

はでき ませんが、 アーケー ド商

庖街として栄 えてい ます。

市
制
を
施
行
し
て
切
年
、
こ
の
間
、
大
村
は
着

実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
写
真
な
ど
を
通
し
て
、
大
村
の
町

並
み
や
道
路
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
見
比
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
な
つ
か
し
い
光
景
と
し
て
、
記
憶

に
よ
み
が
え
っ
て
こ
ら
れ
る
方
も
お
う
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

r 

( 

昭
和
幻
年
ご
ろ
の
写
真
で
、

現
在
の

大
村
中
学
校
(
当
時
県
の
種
鶏
場
)
付

近
か
ら
撮
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
均
年
ご
ろ
の
市
道
の
舗
装
工
事
で、

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
か
ら
海
岸
方
面
に

揖
ら
れ
た
写
真
で
す
。
こ
の
当
時
で
、
国

道

・
県
道

・
市
道
合
わ
せ
て
総
延
長
お
畑
、

計
画
の
約
9
%
位
の
舗
装
率
で
し
た
。

((， 

当
時
は
田
園
地
帯
が
広
が

っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
住
宅

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報おおむ ら平成 4年 4月号

昭和10年 に完成した琴浦橋の視察風景(右)が撮ら れ

てい ます。

国道34号線の前提工事の一つで したが、国道横はま

だ海、 その先に見え るの は玖島崎 (大村公園付近)です。

現在では埋め立て られ、 野球場や市役所、 市 コミセ

ン、そ して民家などが建てら れています。

市
制
施
行
し
て
叩
年
日
の
昭

和
幻
年
4
月
、
全
国
で
初
め
て

の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業
が
大

村
市
で
始
め
ら
れ、

そ
の
収
益

は、

市
の
財
政
面
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
ロ
イ
ヤ
ル

ス
タ

ン
ド
、
大
型
電
光
表
示
盤
な
ど

設
備
も
完
備
さ
れ
、
フ

ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

“さわやかU?，
大村5U

大
村
空
港
が
開
港
し
た
の
は
昭

和
泊
年
5
月
、
西
の
空
の
玄
関
口

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

上
の
写
真
は、

空
港
開
き
の
と

き
の
模
様
で
、

産
業

・
交
通
の
拠

点
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

現
在
は、

パ
イ
ロ

ッ
ト
訓
練
所

市
民
の
く
ら
し

国
74，294人:56，329人

人口命命
4.9人

家族
(1世帯当り)

3.2人

内
働
以

出生
(1世帯当り)

2.3人

0

・
咽
以

死亡
( 1日当り)

1.3人

昭和50年開港時の海上パレード

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
印
年
5
月
、
大
村
空
港
開

港
と
同
時
に、

大
村
湾
に
浮
か
ぶ

み
し
ま

箕
島
に
世
界
初
の
海
上
空
港
で
あ

る
長
崎
空
港
が
オ
ー
プ
ン
、
ジ
ェ

ッ
ト
時
代
の
到
来
で
す
。
現
在
で

は
、
国
際
空
港
と
し
て
大
き
な
飛

躍
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

( t;l 

右
(
黒
文
字
)
昭
和
幻
年

左
(
緑
文
字
)
平
成
3
年

市の予算 町四
け人当り)1司

結婚 ~・
( 1日当り)‘見u'

1.2組

(野喜由
2.5人に :1，652人に

合
市税

( 1人当り)合電話

1組

567円

ミ，

82，079人i

離婚

1か月

1件
9.9日に :

1件

火災

1世帯に :18世帯に

1.2台 台

市制施行時 (昭和17年)

の資料が乏しいため、昭

和27年の統計資料で比較

してい ます。
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強い棋を張れ友好ω本
二ボルトガルより苗木40本一

友
好
を
深
め
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ

ル
よ
り
2
月
初
日
、
友
好
の
苗
木

ω本
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
現
在
仮
植
を
し
て
い

ま
す
が
、
琴
平
岳
展
望
所
の
周
辺

整
備
が
完
成
次
第
、
同
地
に
記
念

植
樹
さ
れ
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
交
流
は
、
約

4
0
0
年
前
、
天
正
遣
欧
少
年
使

節
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
古
い
歴
史
を

持
っ
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
1
月
に
は
、
マ
ラ
ソ

ン
界
の
女
王
、
ロ
ザ
・
モ
タ
選
手

を
招
待
し
て
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ロ
ー

ド
レ

l
ス
大
会
。
同
8
月
、
大
村

少
年
使
節
団
に
よ
る
、
同
国
シ
ン

ト
ラ
で
の
花
し
よ
う
ぶ
の
植
栽
な

ど
で
、
ま
す
ま
す
友
好
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

昨
年
、
天
正
夢
広
場
の
開
園
式

に
訪
れ
た
際
、
琴
平
岳
を
視
察
し

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
員
が
、
友

好
を
記
念
し
て
苗
木
を
寄
贈
し
た

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ

ど
実
現
し
た
も
の
で
す
。

百
木
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
代
表

的
な
コ
ル
ク
ガ
シ
、
ナ
ラ
、
イ
ナ

ゴ
マ
メ
、
ツ
ツ
ジ
科
常
緑
樹
各
日

本
合
計

ω本
で
、
今
後
友
好
を
深

め
る
木
と
し
て
、
大
切
に
育
て
ら

れ
ま
す
。

をポ
仮 jレ
植ト
すガ
るjレ品
市か
職ら
員贈

り

れ
た
田

木

改修工事を行っていました市民会館が完

成。 いよ い よ4月11日より、装い新たにオ

~~~~~~オ四すむ

一プンします。

今回の改修で、本館ホールの定員が今ま

で 1.360人だったのが 933人に減少しまし

たが、こ の分座席聞がゆったりとなってい

ます。

このほか、音響設備や舞台照明の改善、

モニ ターの設置、小会議室やロビーが広く

なるなど、皆さんのご要望に少しでもお応

えできるように改修されています。

どうぞご利用くださし、口、

。休館日 毎月の第 1月曜日を除く毎週月

曜日 (その 日が祝祭日のときは、その翌日)

。利用申し込み 休館日を除くすべての日

午前 8時30分~午後 5時 (したがって、土

曜午後 ・日曜・ 祝祭日も申し込みで きます)

樽
生
利
用
作
品
な
ど
ズ
ラ
ワ

4 

ー
大
村
生
活
学
校
生
活
展

1

作品展やチャリティー即亮会などでに
きoわった生活展 (3/7・市コミ セン)

大
村
生
活
学
校
(
川
里
和
子
代

表
)
は

3
月
7
日
、
市
コ
ミ
セ
ン

で
生
活
展
を
聞
き
ま
し
た
。

趣
味
や
消
費
生
活
に
関
す
る
こ

粉
石
け
ん
の
で
き
る
ま
で

こした廃油 (てんぷら

油)を釜に入れる。

熱を加え なカずら カセイ

ソーダを除 に々加える

(約3時間でプリン状に

なる)。

と
な
ど
、
会
員
の
今
ま
で
の
活
動

を
発
表
し
よ
う
と
、
毎
年
聞
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
紙
ね
ん
ど
、
編
物

な
ど
の
手
芸
や
、
絵
画
、
書
道
、

華
道
そ
し
て
、
再
生
利
用
作
品
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
。
衣
料
品
、
食
料

品
、
食
器
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

即
売
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
問
題
に
ち
な
み
、

合
成
洗
剤
を
追
放
す
る
会
に
よ
る

石
け
ん
作
り
の
実
演
な
ど
も
行
わ

れ
、
興
味
を
ひ
い
て

い
ま
し
た
。

粉石けん用に、かくは

ん機でかき混ぜながら

炭酸ソーダを加える。

後
は
、
専
用
の
機
械
で
製
粉
し

て
出
来
上
が
り
で
す
。
こ
こ
で
紹

介
し
た
の
は
、

粉
石
け
ん
用
の
製

造
過
程
で
あ
り
、
家
庭
で
は
、
廃

油
と
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
、
ご
飯
で
プ

リ
ン
石
け
ん
が
で
き
ま
す
。

お
尋
ね
は
、
合
成
洗
剤
を
追
放

す
る
大
村
市
連
絡
会

(宮
⑬

1
1

1
1
塩
入
)
へ
。



広報おおむ ら平成 4年 4月号

歴
史
を
伝
え
て
い
く
た
め
に

大
村
幻
活
性
化
地
域
活
動
事
業

と
し
て
、
幻
鈴
田
地
域
活
性
化
委

員
会
(
山
口
清
武
会
長
)
が
進
め

て
い
た
「
鈴
田
沿
革
碑
」
が
完
成
。

3
月
7
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
先
人
が
築
き
残

し
た
遺
産
を
後
生
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
今
後
の
鈴
田
の
発
展
を
祈

市
民
の
皆
様
八

欝費2
4 2 

~:t 4:t 
息理I~II 
][11 gll 

ー
皆
様
の
ご
理
解
、

ー
鈴
田
沿
革
碑
が
完
成

l

念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
沿

革
碑
に
は
、

昔
鈴
田
は
今
里
村
と

言
っ

て
い
た
と
か
、
戦
国
時
代
は

5
つ
の
城
が
あ

っ
た
な
ど
、
現
在

に
至
る
ま
で

の
生
い
立
ち
な
ど
が

刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
沿
革
碑
は
、

鈴
田
出
張
所

敷
地
内
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
式

に
は
地
元
関
係
者
な
ど
約

ω人
が

役
所

参J
加
。
神
事
の
あ
と
、
松
本
市
長
、

山
口
会
長
に
よ
る
除
幕
が
行
わ
れ
、

鈴
田
沿
革
碑
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。ま

た
、
同
委
員
会
で
は
通
勤
・

通
学
者
の
利
便
性
、
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
の
利
用
を
図
り
着
手
さ

れ
て
い
た
「
岩
松
駅
大
時
計
設
置

事
業
」
も
完
成
。
利
用
者
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

EA週

日
目

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

1

昼
休
み
時
間
中
も
次
の
窓
口
業

大
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
は
、

務
は
行
い
ま
す
。

¥
市
民
課
・
保
険
年
金
課
・
税
務
課

・
会
計
課
・
福
祉
課
・
/

/
秘
書
広
報
課
(受
性
)
・

下

水

道

業

務

課

¥

大
休
み
で
な
い
土
曜
日
(
第
1
・
第
3
)
は
、
ロ
時
初
分
ま
で

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

| ただし、今までどおり業務を行うところ i 
市立病院、坂口浄水場、市民会館 、養護老人ホーム清和圏 、

勤労青少年ホーム 、野岳公園管理事務所、清掃課、大村市斎場、

競艇事業部、市民体育館、市民プール 、屋内プール、 武道館、

公民館、コミュ二ティセンタ一 、図書館 ・史料館 、保育所、幼

稚園など。

このほか 、婚姻・出生・死亡届の受け位けや埋火葬許可書の

発行業務は 、本庁宿直室で行います。

(詳しくは 、人事課またはご利用の窓口へお尋ねください)

中ベニ[、

虫色也~
，，--..' ¥)lH.il!i、l 

~ 

ほ
ほ
笑
み
の
国
・
タ
イ
を
訪
問
し
て

本

島
フ7て

大
村
市
長

松

期
発
見
や
治
療
に
活
用
さ
れ
、
村

一

〉

私
は
、
2
月
日
日
か
ら
一
週
間
、
人
の
健
康
管
理
に
大
き
な
役
割
を

一

~
郵
政
省
の
調
査
団
に
選
ば
れ
、
タ
果
し
て
い
ま
し
た
。

一

千
イ
国
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

タ
イ
で
は
、
小
学
校
6
か
年
が

~

古

平
成
3
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
義
務
教
育
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
二

一
し
た
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
貧
困
の
た
め
、
就
学
率
は
約
切
%
千

戸
の
寄
付
金
が
、
昨
年
度
の
3
か
月
で
、
中
学
へ
の
進
学
は
叩
%
足
ら

で

日
分
だ
け
で
も
9
億
円
に
達
し
、
発
ず
で
す
。

一

日
展
途
上
の
必
か
国
に
配
分
さ
れ
、
中
学
校
に
は
、
果
樹
園
・
養
豚

一

吋
人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
役
立
て
ら
場
・
養
魚
池
な
ど
が
あ

っ
て
、
実

一

日
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
を
現
地
習
で
得
た
益
金
で
教
材
を
購
入
し

-

戸
で
調
査
し
、
日
本
の
皆
さ
ん
に
お

ま
す
。
生
活
力
を
身
に
つ
け
、
白

一

千
知
ら
せ
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。
立
を
基
本
と
す
る
人
材
育
成
が
行

一

日

最
初
に
訪
れ
た
首
都
パ
ン
コ
ッ
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
教
師
の
情

日

汗
ク
は
人
口
6
0
0
万
人
の
大
都
会
、
熱
や
将
来
の
夢
を
語
る
生
徒
の
明

一

円
で
す
が
、
案
内
さ
れ
た
ス

ラ
ム
街
る
さ
が
印
象
的
で
し
た
。

百
は
、
粗
雑
な
木
造
バ
ラ
ッ
ク
が
ぎ
別
れ
際
に
、
私
た
ち
が
幸
せ
で

十

市
っ
し
り
と
立
ち
並
び
、
薄
暗
く
狭
あ
り
、
無
事
に
帰
国
で
き
る
よ
う

一

戸
い
部
屋
に
は
、
多
人
数
の
家
族
が
に
と
、
細
い
糸
を
一
本
づ
っ
右
腕

一

年
雑
居
、
し
か
も
、
床
下
に
は
ゴ
ミ

に
結
び

つ
け
な
が
ら
厚
い
友
情
を

一

千
が
放
置
さ
れ
、

一
面
悪
臭
が
漂
う
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一

円
と
い
っ
た
状
態
で
す
。
こ
ん
な
劣
短
い
タ
イ
国
の
訪
問
で
し
た
が
二

千
悪
な
環
境
の
も
と
で
生
活
を
営
む
厳
し
い
生
活
環
境
の
中
に
も
か
か

六
人
た
ち
が
1
5
0
万
人
も
い
る
と
わ
ら
ず
、
お
お
ら
か
な
心
、
や
さ
し

~

日
開
い

て
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
心
、
そ
し
て
明
る
い
ほ
ほ
笑
み

一

日
し
か
し
、
こ
こ
に
も
援
助
の
図
書
を
も
っ
多
く
の
人
々
と
出
会
う
こ
4

吋
や
教
材
が
お
く
ら
れ
、
生
活
を
向
と
が
で
き
ま
し
た
。
物
質
文
明
に

一

千
上
さ
せ
る
た
め
の
識
字
教
育
が
行
酔
っ
て
い
る
我
が
国
を
思
う
と
き
、
一

f

わ
れ
て

い
ま
し
た
。

本

当

の

豊

か

さ

と

か

幸

せ

と

は
何

市

一

次
に
訪
問
し
た
東
北
タ
イ
の
農
か
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

一

一

一

F

，

p
h
d

一
村
で
は
、

医
療
機
械
が
病
気
の
早
で
し
た
。

-thに
V
A
L
-
-
4
1
k
h
1
p



...子供や孫に残そうきれいな海
(3/8・大村公園先沿岸)

大村湾をきれいにする会大村支部では 、

古里のきれいな川や海を子供たちに残そ

うと 3月 8日、大村湾沿岸清掃を行いま

した。

この日は、早朝より合成洗剤を追放す

る会や一般市民など約60人が参加。沿岸

に打ち上げられたビニール袋、木材、空

き缶などを捨い集めました。

また 、この日を前後し 、各漁協や遊漁

組合などの船舶関係者や、近隣事業所な

ど、による周辺沿岸清掃も行われています。

汚濁が進む大村湾、皆さん一人ひとり

の力できれいにしたいものです。

ト
ヲ
一一
v

p
示

亙
一ス

o 

4多彩な催しでにぎわいました
(3/15・中地区公民館)

約60団体・グループの総決算、なかちく公民館

まつりが行われ、日ごろ練習した舞踊や演奏、ダ

ンスなどの披露や自慢の作品展示などてZ終始にぎ

わいました。

公民館まつりは年 1回行われていますが、今回

は、3月15日の舞台発表、同20--""22日の展示発表

と4日間にわたって行われました。

趣味を生かした活動は年々活発になり 、作品な

ども目を見張るものがあります。

企作法も板に付いてます (3/8・勤青ホーム)

1年間の講座の成果を発表する勤労青少年ホー

ムまつりが3月 8日、同ホームで開かれました。

勤青ホームには 、現在約 170人の働く若者が、

趣味を生かす場として 、また支流の場として活動

しています。

この巳は 、パッチワーク 、紙ねんど、

ラワ一 、華道、書道ぺン習字の展示や、

物着伺けの実演などでにぎわいました。

フ

着

k
l
 

一
会

ア

茶

ti;! 一一

広報おおむら平成 4年 4月号

4
な
ご
や
か
に
力
比
べ

(
3
/
日
・
菅
一
瀬
中
体
育
館
)

萱
瀬
地
区
体
育
振
興
会
は

3
月
日
日
、
萱
瀬

地
区
綱
引
き
大
会
で
地
区
間
の
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
各
町
内
の
一

般
男
子
、
女

子
、
壮
年
そ
し
て
、
小
学
生
混
成
な
ど
お
チ
ー

ム
。
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

行ヨ
イ
シ

ヨ
グ
ヨ
イ
シ
ヨ
H
H
J

の
か
け
声
が
終
始
響
き
渡

っ
て
い
ま
し
た
。

成
績

(
1位
の
み
)
は
、

一
般
男
子

1
原
町
、

同
女
子

l
黒
木
町
、
壮
年

1
田
下
町
で
し
た
。

) 1(( 

企コーラスを通じて受流
(2/24・中地区公民館)

市コミセンで行われていた中央公民館

主催講座の男性コ ラス教室・シルバー

メンネルコールと、女性グループ・コ-

jレあじさいによる、コーラスを通じた初

の斐歓会が2月24目、中地区公民館で行

われました。

両グループの指導者である伊地知和子

さんの指揮で、日ごろ練習した自慢のの

どを披露。最後は、両クループによる合

唱を行い 、交流を深めました。

v気，合の入った熱戦を展開
(3/1・市民体育館)

防火への認識を深めてもらおうと行わ

れた防火少年剣道大会。市内の少年剣士

約 500人が参加し 、気合の入った熱戦が

展開されました。

成績は次のとおりです。

(敬称略)

団体=①微神堂②剣西③天真

個人=・ lJ¥6①橋村洋史 (三

城)②小長和也(富の原)③沖

田龍助(松原) ・中学男①田

崎慎一郎 (鈴田)②柳原秀雄

(中央〉③広井誠(福重〉・中

学女①舟森君、(微神堂)②田

口あゆみ (玖島)③上野麻衣

¥
1
l
jノ

に
言
し

所

提

介

張

る

紹

出
い
ご

矢
口
て
ら

.
れ
か

所

さ

中

。

役

置

の
す

市

設

箱

ま

/
/
1
1¥
 

提言します

Eコ

紙類の回収をy
大村市に転入してきたものですが、新聞、

雑誌、段ボール類の処理に困っています。

以前住んでい た所て*は 、週に何回も古紙

回収業者が来てくれ 、新聞紙は新聞販売所

が回収してくれました。

広報紙で「地域の集団回収にご参加くだ

さい」とありましたが、まだ集団回収があ

りません。

市で紙類のロ収を月に 1回実施していた

だきたい。

6 

=提

回

~ 
Eコ

も
、
ぜ
ひ
集
団
回
収
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ど
う
し
て
も
事
情
に
よ
り
紙
類

の
始
末
に
お
困
り
の
と
き
は
、
お

住
ま
い
の
町
内
の
不
燃
物
集
積
所

へ
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、
透
明
な

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く

だ
さ
い
。

私
た
ち
が
毎
日
出
す
ご
み

の
中

に
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大
村
市
で
は
、
ご
提
言
の
紙
類

を
資
源
と
し
て
再
利
用
し
、
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
各
種

グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
、
地
域
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
に

持ー

ハ
ー
ト
ビ
i
ト
1

そ
れ
は
あ
な
た
の
健
康
リ
ズ
ム

シートベルト着用推進キャンペーンクイズ

平
成
3
年
中
の
交
通
事
故
死
者
数
は

1
1
、
1
0
5
人

で
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
は

4
、
6
7
5
人
(
必
・

1

%
)
。
そ
の
う
ち
3
、
5
7
7
人
は
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め

て
い
な
か

っ
た
。
も
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ

ば
、
相
当
数
の
人
が
助
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
者
が
両
腕
と
両
足
で
支
え
ら
れ
る
の
は
、
自
分
の

体
重
の
2
1
3
倍
の
力
ま
で
。
時
速
初
回
の
衝
突
で
は
、

そ
の
衝
撃
は
自
分
の
体
重
の

6
1日
倍
に
も
な
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果
の
正
し
い
理
解
と
着
用
推

進
の
た
め
の
ク
イ
ズ
で
す
。
ど
ん
ど
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

シート ベルトなしで自力で耐えられ

る衝撃は時速約何回の衝突?

① 7 km/H ② 27km/H ③ 47km/H 

平成 3年中における全国の自動車乗

車中の死者のうち、シートベルトを

締めていなかった人は、約何%?

① 40% ② 60% ③ 80% 

自動車保険の搭乗者傷害保険に加入

している場合、シートベルトを締め

ていると死亡保険金の額が割増に

① なる ② ならない

シー トベルトをしない場合は、違反

点数制度の対象に

① なる ② ならない

第 1問

第 2間

第 4間

第 3問

賞

品

・

A
コ
l
ス

1
幻

F
1
日

本
グ
ラ
ン
プ
リ
自
由
席
入
場
券
1

0
0
名

-
B
コ
l
ス
l
マ
ル
チ
デ
ィ
ス
ク

プ
レ
ー
ヤ
ー

m名

-
C
コ
l
ス
ー
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
初
名

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
希

望
の
賞
品
コ

l
ス
名
、
ク
イ
ズ
の

答
え
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業

を
明
記
し
、
(
〒
附
東
京
都
港
区

西
麻
布

3
l
M
l
m交
通
安
全
教

育
セ
ン
タ
ー
内
側
日
本
交
通
安
全

教
育
普
及
協
会
「
シ
l
ト
ベ
ル
ト

着
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
イ
ズ
」

B
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

4
月
初
日
同
〔
当
日

消
印
有
効
〕

※
当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

7 

子 (三浦中央)

き
ま
す
。



』
も
つ
疋
作
園
田
2
5
0
暫

力
の
弓

ー
第
4
回
子
ど
も
美
術
展

l

市長賞 みずたまみこさん

の作品(中央小 1年)
市長賞 おかじゅんぺいく
んの作品(富の原小 1年)

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
と
健

全
育
成
を
目
指
し
た

「第
4
因
子

ど
も
美
術
展
」
が
、

2
月
幻
日
か

ら
幻
日
ま
で
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
比
日
現
在
・
敬
称
略
)

V
研
野
和
人
(
東
京
都
世
田
谷

区
)
1
0
0
万
円

こ
の
美
術
展
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
中
央
公
民
館
(
市
コ
ミ

セ
ン
)
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

書
の
部
に
1
、
8
5
0
点
、
絵
画
の

部
に
1
、
0
8
4
点
の
作
品
が
応

募
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
総
数

は
4
9
0
点
で
し
た
。

三
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

。
書
の
部
・
市
長
賞
H
H
み
ず
た

ま
み
こ
(
中
央
小
1
年
)

-
議
長
賞
H
H
京
田
裕
美
子

(
郡
中

3
年
)

-
教
育
長
賞
H
H
川
口
泰
代

原
小
3
年
)

(
放
虎

書
の
部
、
絵
画
の
部
と
も
力

作
が
そ
ろ
い
ま
し
た

(
2
/
幻
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

。
絵
画
の
部
・
市
長
賞

1
お
か

じ
ゅ
ん
ぺ
い
(富
の
原
小
1
年
)

・
議
長
賞
H
H
山
之
内
真
美

(
大
村

小
4
年
)

-
教
育
長
賞
H
H
木
原
亜
由
美

(西

大
村
小
6
年
)

心
を
開
い
て
積
接
的
に

ー
モ
レ
シ
ャ
ン
女
史
講
演
会

1

独特の語りとユーモアで
国際感覚などを話すモレ
シャン女史

(2/27・市内ホテル)

健全育成は

地域ぐるみで

=研究大会・意見発表二

に
よ
る
「
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
」

と
題
し
て
の
講
演
や
非
行
・
事
故

防
止
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
式

の
あ
と、

少
年
の
意
見
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
発
表
で
は
、
各
校
区
の
健

全
協
の
小
・
中
学
生
日
人
が
、
体

(財}大村国際交流協会は、同協会の設立 を

記念し 2月27日、市内ホテ ルで、フランス

人で評論家のフラン ソワーズ-モレシ ャン

女史の講演会を 聞きましたO

モレシ ャン女史は、「お しゃ れ ・人生・

国際感覚」を テーマに、「自分だけ の常識

にとらわれず、心を 開いて積極的に物事に

取 り組んでし、く姿勢が大切では」 と問いか

けました D

会場には、たくさんの市民が参加し、独

特の語りと ユーモ アに、楽しくそして、熱

心に聞き入っていました。

協会では、今後も国際的に活躍しておら

れる方の講演会な どを計画していく考えで

す c

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会

で
は
、
青
少
年
へ
の
理
解
を
深
め
、

市
民
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
推
進

し
、
健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
2
月

お
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
青
少
年
健

全
育
成
研
究
大
会
・
少
年
の
意
見

発
表
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、

青
少
年
健
全
育
成

関
係
者
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
茄

。

長
崎
大
学
教
授
の
相
川
勝
代
氏

殺と子の心を結ぶ

「健全な家庭」づくり 10か条

青少年健全育成関係者な ど約 200人が参加 し
て講演、ポスター入賞者表彰、少年の意見発

表などが行われました。(2/23・市コミ セン)

跡の子と忌:な愛のノ戸
かけよこ

8 

験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
学
ん

だ
こ
と
そ
し
て
、
今
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

健
全
協
で
は
こ
の
大
会
を
通
じ
、

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
な
お

一
層
の
充
実
・
発
展
を
図
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

① 家族みんなで話し合おうO

②家族みんなが、 朝夕のあいさつを支わす。

③家族内の仕事は 、みんなで分けあう。

④ 家族みんなで物を大切にする O

⑤家族みんなでスポーツや文化に親しむ。

⑥家族みんなで野外に出て自然に親しむ。

⑦家族みんなで食事をする O

⑧家族みんなで家庭内を美しくする O

⑨家族みんなで事故防止に努める。

⑩ 家族みんなでお年寄りや先祖を敬う。



広報おおむ ら平成 4年 4月号

困っています下水処理
皆さんのご協力を刀

大
村
市
の
下
水
道
は
、
供
用
開
始
以
来

刊
に
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

普
及
率
も
約
日
・

5
%と
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

下
水
管
の
長
さ
は
約
1
8
0同
に
も
達

し
、
一
日
平
均

1
万
5
干
3mの
下
水
を
処

理
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
村
湾
の
汚
濁
防

止
や
生
活
環
境
の
向
上
に
大
変
役
立
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
処
理
す
る
汚
濁
物
も
年
々

増
え
、
多
種
多
様
な
も
の
が
流
れ
込
み
、

下
水
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
汚
水
の
処
理
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
施
設
管
理
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
因

る
の
は
食
用
廃
油
や
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、
生

理
用
品
、
料
理
く
す
な
ど
で
す
。

多
額
の
費
用
を
か
け
た
皆
さ
ん
の
大
事

な
施
設
を
有
効
に
使
い
、
よ
り
き
れ
い
な

処
理
水
に
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
に
出
す
べ
き

も
の
は
下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

水処理施設

水質試験室

大切な下水道で弘正しく使いましょう。

-水洗トイレではトイ

レットペーパー以外は

使わないように...

-下水管に薬品・アル

コール・ガソリンなど

を流さないように・.

-台所の流しには野菜

くずや食用油などを流

さないように…・

下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

下
水
道
業
務
課
(
宮
⑧

4
1
1
1
内
線
4
1
1
)
へ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

- 9 -



和
子
さ
ん

(
日
歳
・
西
本
町
)

生
活
に
密
着
じ
た

活

動

を
ー
生
活
学
校

l

生
活
学
校
は
、
連
合
婦
人
会
を

J

母
体
と
し
た
7
団
体
に
よ

っ
て
組

織
さ
れ
て
お
り
、
川
里
さ
ん
は
昨

年
よ
り
会
長

(
5
代
目
)
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
4
年
開
設
以
来
、
初
代
の

杉
田
会
長
、

2
代
目
の
小
松
会
長

ら
が
築
か
れ
た
レ
l
ル
に
乗
り
、

一
日
婦
人
議
会
、
生
活
展
、
各
種

学
習
会
な
ど
活
発
な
活
動
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

主
婦
の

願
い
を
行
政
に
と
始
め

ら
れ
た

「
一
日
婦
人
議
会
」
は
、
九
州
管
内

で
も
見
受
け
ら
れ
な
い
す
ば
ら
し

い
制
度
で
す
。

学
習
活
動
も
活
発
で
、

3
年
度

の
テ
l
マ
は

「簡
易
包
装
で
資
源

111 
里

祖
国
で
広
め
た
い

11 

貧Ij

道

11 

広報おおむら平成 4年 4月号

なかよし家族
ぼ
く

の
家
族
は
明
る

い
8
人
家
族

で
す
。

お
父
さ
ん
は
消
防
署
で
が
ん
ば

っ

て
い
ま
す
。
休
み
の
日
は
三
浦
で
剣

道
を
教
え
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん

は
い
つ
も
畑
仕
事
に
せ
い
を
だ
し
て

い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で

い
て

ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
は
西
大
村
小
学
校
の

4
年
生

で
、
妹
は

2
年
生
で
す
。
兄
弟
が
多

い
の
で
毎
日
に
ぎ
や
か
で
す
。

ぼ
く
た
ち
を
み
か
け
た
ら
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い

。

(
弘
毅
)

。

松尾さん家族(池田 1丁目)

右
か
ら
、
満
之
さ
ん
側
、
慧
く
ん
矧
、
典
子
ち
ゃ
ん

m、
宝

一
さ
ん
問
、

弘
毅
く
ん
制
、
義
邦
く
ん
閣
、
清
子
さ
ん
側
、
繁
代
さ
ん
倒

を
大
切
に
す
る
運
動
」。

こ
れ
ま

で
に
、
企
業
や
商
工
会
議
所
、

市

関
係
者
ら
と
の
研
究
会
な
ど
で
運

動
を
広
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
粉
石
け
ん
の
普
及
、

コ
ン
ポ
ス
ト
の
試
験
使
用
、
生
活

排
水
な
ど
、
環
境
問
題
を
切
実
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
、
積
極
的
に

推
進
さ
れ
て
い
ま
す

D

ま
た
、
県
貯
蓄
推
進
協
議
会
推

薦
校
と
し
て
、
家
計
簿
や
生
活
設

計
等
の
学
習
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

川
里
さ
ん
は
、
「
子
供
た
ち
の

将
来
の
た
め
に
も
、
何
事
に
も
原

点
に
返
り
、
片
寄
ら
な
い
そ
し
て

生
活
に
密
着
し
た
活
動
を
続
け
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

rサ乙，ZJョウ』
(インディア力〉
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イ
ン
デ
ィ
ア
カ
っ
て
ご
存
じ
で

す
か
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
を
大
き

く
し
た
様
な
物
を
手
で
打
ち
ま
す
。

ゲ

l
ム
の
ル
l
ル
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

私
た
ち
が
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
の
練

習
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、昨
年
、

体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
主
催

r::_=乙笠宮きこちら自由席切開

離任によ り、 松本市長(中央)に帰国のあいさ つ

をする顔総領事 (3/10・市役所)

任通勤わが国医学の

第一人者長与専斎

顔総領事が

帰国あいさつ

長与専斎の旧宅 「松香舘」
(国立長崎中央病院入 り口すぐ左側)

専斎胸像は、市立病院
の前庭にありま す。

の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室
に
参
加
し

た
事
か
ら
で
す。

日
ご
ろ
、
運
動
不
足
の
私
た
ち

に
と
っ

て
、
年
齢
、
体
力
に
関
係

な
く
快
い
汗
を
か
け
、
ま
た
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

を
、
こ
れ
で
終
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
事
で
愛
好
者
が
集
ま

り
、
朝
長
監
督
指
導
の
も
と
練
習

を
始
め
ま
し
た
。

ほ
か
の
地
域
の
方
と
の
交
流
試

合
を
通
し
て
、
親
睦
の
輪
が
ど
ん

ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
い

っ
し
ょ
に
快
い
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

練
習
日

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7

時
初
分
1
9
時
初
分

場

所

大

村
中
学
校
体
育
館

連
絡
先

山
口
(宮
⑬

7
3
0
9
)

唱<< J 

昭和63年に着任以来、中国・日本との友好

親善にご尽力された、顔万栄駐長崎中国総領

事が 3月10日、市役所を訪れ、松本市長に帰

国のあいさつをされ ました。

歓談の中で顔総領事は、 「長崎県は本当に

好きなところ、今後も日・中友好に尽くした

と話され ましたOし、」

国
立
長
崎
中
央
病
院
の
入
り
口

左
手
に
あ
り
、
「
松
香
館
」
と
呼
ば

れ
る
旧
宅
の
一
部
が
あ
り
ま
す。

専
斎
は
、
天
保
9
年

(
1
8
3

8
)
に
生
ま
れ、

vm
l
m
歳
ま
で

こ
う
あ
ん

大
阪
の
緒
方
港
庵
の
塾
で
勉
強
、

福
沢
諭
吉
の
後
に
塾
長
と
な
っ
て

い
ま
す。

帰
藩
後
は
、
長
崎
の
ボ
ン
ベ
医

学
伝
習
所
で
学
び
、
明
治
元
年
に

は
長
崎
病
院
長
に
選
ば
れ
、
長
崎

医
学
校

(
現
長
崎
大
医
学
部
)
学

頭
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
4
年
上
京
し
、
文
部
省
に

勤
務
、
そ
の
後
内
務
大
臣
書
記
官
、

東
京
医
学
校
長
を
歴
任
。
明
治
四

年
に
は
、初
代
の
衛
生
局
長
な
ど
、

わ
が
国
の
医
学

・
衛
生
制
度
確
立

に
尽
く
し
た
第

一
人
者
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。



定額保険料 9，?OO円
付加保険料 10，100円

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
方
に
は
負
担
増
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

現
在
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保

険
料
は
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
の
た
め
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、

物
価
上
昇
率
に
応
じ
て
年
金
額
も

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
、
年
金
を
受
給
す
る
年
代

に
な
っ
た
と
き
、
年
金
制
度
が
安

定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
長
期
的
な
財
政
計

算
に
基
づ
い
て
保
険
料
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世

代
が
順
送
り
に
支
え
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
、
豊
か
な
老
後

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
保
険
料
の
引

き
上
げ
、
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
付
加
保
険
料
・・
・・・・
定
額
の
保
険

草iiは

納持る 理はあ2 a-

ぷf4せ

2LELり 月んか
2 320 ? 
。まで

早日 / 

年金は世代と世代の助け合い

問ノ瀬次男さんの作品 (植松 3丁目)特選

料
に
月
額
4
0
0
円
上
乗
せ
し
て

納
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
×
2
0
0
円

(年
額
)
が
加
算
さ
れ
て
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金

係

選挙一口メモ

不在者投票

投
票
は
、
選
挙
当
日
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す

が
、
選
挙
人
が
次
の
よ
う
な
正
当

な
事
由
に
よ
り
、
選
挙
当
日
投
票

で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
に
つ
い
て
、

一
般
原
則
の
例
外
と
し
て
選
挙
当

日
前
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
す
る
道

を
開
こ
う
と
す
る
の
が
不
在
者
投

票
制
度
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
権
者
の
皆
さ
ん
へ

①
選
挙
人
が
属
す
る
投
票
区
の
区

域
外
に
お
い
て
仕
事
な
ど
に
従
事

す
る
場
合

②
旅
行
な
ど
に
よ
り
大
村
市
の
区

域
外
に
滞
在
す
る
場
合

③
疾
病
な
ど
に
よ
り
歩
行
が
困
難

と
見
込
ま
れ
る
場
合

④
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
選
挙
人
が
転
出
し
、

転
出
先
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

4
月
期
の
年
金
を
受
け
取
っ
た

ら
す
ぐ
に
年
金
証
書

(
緑
色
の
手

帳
)
を
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
該
当
者
に
は
返
送
用
封
筒

を
去
年
の
日
月
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
回
、
証
書
を
お
預
り
し
て
、

8
月
期
の
年
金
額
(
物
価
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
額
を
含
め
た
額
)
を
記

入
し
、

8
月
上
旬
に
お
返
し
す
る

予
定
で
す
。

提
出
期
間

4
月
日
日
側
j
初
日

制
出
張
所
で
は
受
け
付
け
て
い
ま

せ
ん
。
返
送
用
封
筒
で
送
る
か
、

直
接
年
金
係
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

今
回
提
出
の
必
要
が
な
い
人

(
8

月
の
定
時
届
け
時
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
)

-
所
得
制
限
に
よ
り
、
平
成
3
年

8
月
i
平
成
4
年
7
月
ま
で
、
全

額
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人

0

・
他
の
公
的
年
金
が
あ
る
た
め
、

一
部
支
給
に
な

っ
て
い

る
人
。

未
登
録
の
場
合

- 12-

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
人
は

次
の
よ
う
な
条
件
を
要
し
、
事
前

に
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
証
明

書
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

①

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害

の
1
級
も
し
く
は
2
級
お
よ
び
内

臓
機
能
障
害
の
1
級
も
し
く
は

3

級
の
人

②

戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
、

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害

の
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症
お
よ

び
内
臓
機
能
障
害
の
特
別
項
症
か

ら
第
3
項
症
ま
で
の
人

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
(
宮
⑬

4
1
1
1
内
線

3
4
0
)
 

mv 

し
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E、a

ノ、の

登録と狂犬病予防注射

飼
い
犬
は
、
毎
年
1
回
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料

(1
頭
に
つ
き
)

登
録
料

2
、
1
0
0
円

予
防
注
射
料

2
、
0
0
0
円

注
射
済
票
交
付
料

4
8
0
円

合
計

4
、
5
8
0
円

環
境
衛
生
課
保
健

問
い
合
わ
せ

衛
生
係

お
願
い

・

当
日
は
受
け
付
け
が

混
雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い

0

.
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
来
て
く
だ
さ
い
。

・
人
を
か
む
恐
れ
の
あ
る
犬
は
口

輪
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
は
、

首
輪
に
鑑
札
を
付
け
て
く
だ
さ
い

0

.
注
射
の
と
き
犬
が
動
か
な
い
よ

う
、
犬
を
固
定
出
来
る
人
が
つ
れ

て
来
て
く
だ
さ

い
。

注
意

市
役
所

・
大
村
保
健
所
は

正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
み

ま
す
。

教育振興に役立てて

j墨田計さん
(荒瀬町)

C 一一一一一一- 0 0 

国 際受流事業

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
仰

(
松
園
尚

巳
社
長
)
の
松
尾
英
三
専
務
は
3
月
2
日、

市
役
所
を
訪
れ
国
際
交
流
事
業
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
大
村
国
際
交
流
協
会
へ

1

0
0
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
国
際
交
流
基
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

へ

月 日 時 間 実 施 場所

4月13日何)
9:30~14:00 大村 市 役所
14 : 20~ 1 5 : 20 木場公 民 館

9 : 30~ 9 : 45 今村公民館
9 : 55~10:25 溝陸公民館
10:40~11:00 三 浦出張所

4月14日例
11 : 1O~ 11 : 25 西部公 民 館
11 : 40~ 11 : 50 釜川内公民館
13: 20~13 : 40 陰平下公民館

14: 00~14: 20 平町(佐藤宅前)
14 : 40~15 : 20 鈴 田 出 張 所

9 : 30~ 10 : 10 上久原公民館
10: 25~10: 40 椎池公民館

4月15日(ポ 11: 00~11 : 10 松尾公民館
11 : 30~11 : 50 水計公民館

1 3 :30~16 : 00 中地区公民館

9 : 30~ 9 : 50 寿古 公民館
10 : 1 5 ~10 : 55 福重 出張所

4月16日(木)
11 : 1 O~ 11 : 30 立福寺バス停
13 : 20~13 : 40 宮小 路公民館
14:00~14:40 富の原 2丁目公民館

15: 05~15:40 富の原 1丁目児童体育館

9 : 30~ 14 : 00 大村保健所
4月17日住)1 1~ ~ ;O~ i~ ~ 20 赤佐古公民館

9 : 30~ 9 : 50 微神堂広場
10 : 10~10 : 50 西大村コ ミセ ン

4月20日何) 11 : 05~ 11 : 50 i池田公民館

13:20~14:00 上諏訪公民館
14 : 30~ 1 5 : 30 植松公民館

9 : 30~ 12 : 00 竹松出張所

4月21日ω 113: 20~ 13 : 50 大村農業改良普及所
14: 15~14 : 35 堺町公民館
15 : 00~15 : 40 桜馬場 1丁目公民館

9 : 30~ 9 : 50 重井田(今里伸作宅前)

10 : 00~10 : 30 野岳湖バス停
10:45~11: 00 東光寺公民館

4月22日(ポ 11 : 15~11 : 50 松原出張所

13 : 20~13 : 40 武留路公民館

黒丸公民館
14:55~15:20 松山町公民館

10:00~ 10: 1 5 黒木バス停
10 : 25~10 : 40 黒木小学校
10 : 50~11 : 05 久良原公民館

4月23日(木) 11 : 20~ 11 : 50 萱瀬出張所
13 : 20~ 13 : 30 南川内公民館
14 : OO~ 14 : 25 宮代公民館
14:40~15:20 農協萱瀬支所

4月24日後}
9 : 30~12 : 00 大村市役所
13:20~15:00 大村保健所

犬の登録・狂犬病予防注射実施日程表

萱瀬小学校医として長年勤

3月退職される津田計さ

んは 2月18日、教育長室を訪

れ、教育振興に役立ててほし

いと同小学校体育館の舞台幕、

演台など 100万円相当を寄贈

され ました。

め、

社
会
福
祉

基

金

へ

山
口
宏
展
さ
ん
は

3
月
6
日、

市
役
所
を
訪
れ
社
会
福
祉
基
金
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

同
父
・

惇
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
印
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

松本市長(右)に寄付金を手渡す
松尾英三氏 (32・市役所)

山口宏展さん
(陰平町ー)
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で/

dm
レ
ん

f
t予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児
生
後
日
か
月
l
η
か
月

ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

幼
児
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
間

5
月
1
日
倒
1
6月
初
日
同

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
4

月
1
翌
年
3
月

(
7
月
・

8
月
は
除
く
)

の
期
間
実
施
し
ま
す
。

お
願
い

O
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

O
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
、
前

後
約
1
か
月
間
は
ほ
か
の
予
防
接
種
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
各
医
院
で
ご

相
談
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

医 院 名 住 所 電話番号

松井 医 院 久原 2丁目 ⑬ 6624 

寺井 医 院 玖島 1丁目 ⑫ 3574 

松尾医院 玖島 1丁目 ⑫ 4412 

。田川小児医院 東 本 岡I ⑫ 4000 

近藤医院 東 本 日T ⑭ 1166 

ともなが内科クリニック 杭出津 2丁目 ⑭ 5000 

O出口小児科医院 諏訪 3丁目 ⑫ 2252 

与那城医院 池田新町 ⑬ 5575 

O野口内科こども医院 西大村本町 ⑫ 2339 

O須田小児科医院 植松 3丁目 ⑬ 7200 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 ⑮ 8355 

原 医 院 宮小路 1丁目 ⑮ 8427 

牧山医院 宮小路 2丁目 ⑮ 7831 

長崎医院 寿 古 回I ⑮ 8615 

渡辺医院 松原 1丁目 ⑮ 8275 

麻しん予防接種指定医療機関

ご
麻
じ
ん
一
ロ
メ
エ
U
H

は
し
か
は
誰
で
も
一
度
か
か
る
病

気
で
、
一
度
か
か
る
と
強
い
免
疫
が

で
き
、
再
び
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

は
し
か
は
、
肺
炎
を
起
こ
し
た
り
、

脳
炎
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
、
子

供
に
と
っ
て
重
い
病
気
に
な

っ
て
い

ま
す
。

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

三
城
小
学
校
区

学
童
保
育
の
説
明
会

対
象
下
校
後
や
長
い
休
み
期
間
中
、

仕

事
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
保
護
者
の
保
育

に
欠
け
る
児
童
(
小
学
1
年
生
1

3
年
生
)

日
時

4
月
日
日
出
、
午
後
8
時
1
9時

場
所
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
大
村
学
童
保
育
に
ん
じ
ん

ク
ラ
ブ
事
務
局
(
合
⑬

2
8
6
0
・
浜
田

夜
間
に
)

三
種
混
合
(
河
フ
河
リ
ヴ
予
防
接
種

被

傷

嵐

(Q)4月~翌年3月(7.8月は除く )実施医院です。

子
供
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

接

種

の

時

期

と

受

け

方

定

(第
1
期
)
生
後
3
か
月

1
4
か

月

配

の
聞
に
、

3
1
8
週
間
の
間
隔
で
3

定

回
接
種
し
ま
す
。

指

(第
2
期
)
第
1
期
が
終
っ
て
か
ら
、
桓

1
年
1
1
年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
り

ま
す
。

予

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
合

直
接
指
定
さ
れ
た
医
(
病
)
院
で
、
あ
混

ら
か
じ
め
接
種
目
な
ど
ご
予
約
の
う
種一一一

え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

お
願
い
接
種
の
と
き
は
母
子
健
康

手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

医 院 名 住 所 電話番号

寺井 医 院 玖島 1丁目 ⑫ 3574 

松 尾 医 院 玖島 1丁目 ⑫ 4412 

田 川小児医院 東 本 回丁 ⑫ 4000 

近藤 医 院 東 本 回J ⑭ 1166 

出口小児科医院 諏訪 3丁目 ⑫ 2252 

与那城医院 j也田幸斤田I ⑬ 5575 

野口内科こども医院 西大村本町 ⑫ 2339 

須田小児科医院 植松 3丁目 ⑭ 7200 

桝本産婦人科内科医院 大川 田町 ⑧ 8355 

牧 山 医 院 宮小路 2丁目 ⑮ 7831 
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健康テレホふサービス
fi23-4646または0958-26-5511

4 月

月 心筋症

~ 犬や猫にかまれたら

の 水 離乳食の意義と与え方
フー 木 朝シャンの害について

ノヨヘ工 五月 病マ
土日 男子性器の異常

すま・・J，‘， わ変が日館休戸
一
を

ま

1
曜

す

協

ま

タ

一
日

り

月

日

ま

ご

し

t

庄
一
ン
ン
曜

お

4
週

し

の

い

計

一
七
一
月

て

、
毎

館

ん

願

洲

一

週

し

が

ら

休

さ

お

、

¥

毎

館

た

か

を

皆

を

紙

一

休

し

日

日

力

す

時 5 年「

セ (会日) ら

妥l午前 荘扇館

雲階窒2 時4後1 0 2 0 

周



広報おおむ ら 平成4年 4月号

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)

生

η
ワ
ヂ
b
d則
投
与
を

行
h
v

ま
苛

該
当
す
る
坑
幼
児

O
生
後
3
か
月
1
必
か
月
ま
で
の
初
回
投

与
を
受
け
て
な
い
乳
幼
児

0
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い
必
か
月
ま

で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
坑
幼
児

O
発
熱
も
し
く
は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、

重
症
結
核
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後

衰
弱
栄
養
障
害
な
ど
の
乳
幼
児

O
麻
し
ん
等
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か
月

を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

0
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け

(け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い
・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

季語でお話できると、、ぃネ

音
の
な
い
世
界
を
想
像
し
た
事
が
あ
り
ま
す
か
っ

=手話講習会・あなたも一緒に習いませんか=

手
話
は
、
手
の
動
き
を
言
葉
に
変
え
る
音
の
あ
る

世
界
と
な
い
世
界
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す
。

お
互
い
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う

初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
覚
え
る
事
が
で
き
ま
す
。

(
老
若
男
女
を
聞
い
ま
せ
ん
、

是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
)

だ
さ
い

0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
-
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授

乳
、
飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

時
間

い
ず
れ
も
午
後
2
時
1
3時

生ワクチン投与実施日程表

接種会 場 接 種 日

市 役 所
4月 7日ω

菅 瀬 出張所

西 大村コミセ ン

三 浦出張所 4月8日側

鈴田出張所

竹 松出張所
4月9日(本)

福重出張所

中地区公民館
4月10日制

松原出張所

。
唇
一
の

音B

期
間

4
月
比
日
よ
り
毎
週
火
曜
日

時
間

午
前
叩
時
よ
り
ロ
時
(
祝
日
・
春

夏
冬
休
み
期
間
は
除
き
ま
す
)

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
社
会

福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
8

2
⑬

1
3

5
1
)

へ

。
夜
の

音B

期
間

5
月
6
日
か
ら
平
成
5
年
3
月
ま

で
毎
週
水
曜
日

時
間

午
後
6
時
1
8時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
講
式

5
月
6
日
制
、
午
後
6
時
初
分

受

講

料

無
料

(
テ
キ
ス
ト
代
・
参
考
本

等
別
)

申
し
込
み

福
祉
課
福
祉
係

υ、
ν、
げ
や
寸
、

!
?
W
I
T
H
Y
O
℃
 

ー
ケ
ア
・
ワ
l
カ
l
養
成
講
座
受
講
者
ぼ
し
ゅ
う

1

あ
な
た
の
ほ
ん
の
少
し
の

時
同
と
優
し
さ
を
分
け
て

く
、
だ
さ
い

体
の
弱
い
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な

方
が
地
域
の
中
で
共
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
家
事
な
ど
の
お
手
伝
い
(
有
償
)
を

行
う
協
力
員
(
ケ
ア
・
ワ
l
カ
l
)
を
求

風
し
ん

任
意
予
防
接
種

妊
婦
が
、
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
先
天
性
異
常
児
(
白
内
障
、
心
臓
奇

形
、
難
聴
な
ど
)
が
生
ま
れ
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

風
し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
人
や

予
防
接
種
を
受
け
て
な
い
人
は
、
妊
娠
前

に
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
価
の
低
い
人

は
予
防
接
種
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
人
市
内
に
住
ん
で
い
る
却

歳
以
上
の
女
性

料
金

自
己
負
担

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

接
種
病
(
医
)
院

め
て

い
ま
す
。

何
か
大
切
な
も
の
を
見
失
い
が
ち
な
現

代
、
あ
な
た
の
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
と
優

し
さ
を
分
け
て
く
だ
さ
い
。

受
講
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間

4
月
初
日
何
よ
り
全
7
回

連
絡
先
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
宮
⑬
1

3
5
1
)
 

-
後
藤
産
婦
人
科
医
院

西
大
村
本
町
(
宮
⑫

6
0
1
5
)

・
大
村
中
央
産
婦
人
科
医
院

水
主
町
2
丁
目
(
宮
⑫
3
8
5
0
)

・
長
野
病
院

東
三
城
町
(
宮
⑬
1
1
2
3
)

・
福
田
産
婦
人
科
医
院

古
町
1
丁
目
(
宮
⑫
6
1
2
4
)

・
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院

大
川
田
町
(
宮
⑮
8
3
5
5
)

・
お
ぴ
産
婦
人
科
医
院

本

町

(

宮
⑬
1
1
0
3
)

松町山場所 分 時日

(長崎市 話13時00 霊貧~富E
ノ



危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

丙
種

試
験
日
時

6
月
幻
日
間

午
前
日
時

願
書
申
込
期
間

4
月
日
日
側
l

m日
働

願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
宮

⑫
4
1
3
8
)
 乙

種
四
類
お
よ
び

海
技
免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

「
更
新
」
と

「
引
き
換
え
」

-
海
技
免
状
の
有
効
期
間
は

5
年

で
す
。
有
効
期
間
満
了
日
以
前
1

年
の
間
に
更
新
を
受
け
な
い
と
失

効
し
ま
す
。
早
目
に
更
新
し
ま
し

ょ
、っ
。

-
免
状
が
失
効
し
た
人
は
、
失
効

再
交
付
講
習
を
受
け
て
再
交
付
申

請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
口

-
昭
和
日
年
4
月
1
日
か
ら
日
年

4
月

m日
の
聞
に
取
得
し
た
旧
様

式
の
4
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
状

は
、
平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら
5

年
3
月
訂
日
ま
で
に
新
様
式
の
免

状
に
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

花の楽園、、よいよ開幕ノ

は
早
自
に

初
分
1
3
時
初
分

内
容

「
う
ら
し
ま
太
郎
」

場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬

1
3
7
6
)

問
い
合

わ

せ

九

州
運
輸
局
船
舶

職
員
課

(0
9
3
1
3
3
2
1
8

0
9
4
)
ま
た
は
、
長
崎
海
運
支

局

(
0
9
5
8
⑫
0
0
1
0
)
へ

お
り
が
み
で

あ
そ
ぼ
う

船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

援
護
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の

婦
職
船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の
期

間
に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間

1
人

月

額
8
千
円

別
に
入
学
記
念
品
代
と
し
て、

小
学
校
に
入
学
し
た
と
き
3
万
円、

偶
数
月
の
第
3
土
曜
日
は
、
お

り
が
み
の
日
で
す
。

参
加
料
は
無
料
、
ご
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
今
年
は
絵
本
の

世
界
を
折
り
ま
す
。

日
時

4
月
日
日
出
、
午
後
1
時

元
ヒ
展
式

の
城
誌
を
崎
亨
蒙
が

込
め
ら
れ
て

い
る
え
村
伝
閣
は
、

圃
段
鋪
弦
や
ラ
イ
ト
ア
フ
。フ
な
ピ

に
よ
り、

寸
志
で
よ
り
な
お

一
局

の
通
を
感
じ
さ
せ
-sb
す
。

'-̂./サクラの見ごろ'-̂./
・ソメイヨシノ (1，500本)

4月初旬

・八重系サクラ

4月中旬

(500本)

このあともフジ、ツツジ、

花ショウブ、アジサイと続

き、大村公園は花盛りO

ぜひおいてれください。

属島蛾書式曾 4局昌昌国

(ほら石吹きの部 ) (ほら吹き名人のきs)
?ホ ーンまで鳴 らすこと どんな 自慢話が飛び出す

ができま すか。 やら、お楽 しみに。

午後 2 時~5 時 午後 7 時~8 時30分
大村神社境内 大村神社社務所

※参加は、その場で受け

付け ます。

問い合わせ 大村市観光協会 (fi⑫ 3605)または、

市 商工 観 光課 (宮⑬ 4111)へ

中
学
校
・
高
等
学
校
に
入
学
し
た

と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

1
万
円
贈
呈
。

た
だ
し
、
生
活
困
窮
者
に
限
り

ま
す
。

申
請

・
問
い
合
わ
せ

阿
日
本
殉

職
船
員
顕
彰
会
(
東
京
都
千
代
田

区
麹
町
4

5
海
事
セ

ン
タ
ー
ピ

ル
内

包
0
3
j
3
2
3
4
1
0

6
6
2
)
 

眠 こ
つい
て の
いぼ
ま り
せ は
ん
力、

大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

で
は
、
毎
年
5
月
の
節
句
を
機
会

に
、
こ
い
の
ぼ
り
を
威
勢
よ
く
掲

げ
て
い
ま
す
。

も
し
、
ご
家
庭
で
ご
寄
贈
い
た

だ
け
る
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

よ

ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

届
け
先
・

下
山
達
雄
(
水
田
町

宮
⑬

0
1
2
2
)
・
橋
村
茂

(
西

三
城
町
宮
⑬

3
0
7
0
)

- 16-
大上戸川のこ いのぼり

ぞザp

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

は
ω
ミ
リ
映
畠
・
ビ
デ
オ
教
材
が
入
り
ま
し
た

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

新
た
に
凶
ミ
リ
映
画
7
本
と
ビ
デ

オ
教
材
2
本
を
購
入
し
ま
し
た
。

操
作
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に

無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す

の
で、

子
ど
も
会
や
老
人
会
な
ど

で
ご
利
用
く
だ
さ

い。

※
営
利
目
的
を
の
ぞ
き
ま
す
。

。
叩
ミ
リ

①
親
父
が
街
に
帰
っ
て
き
た
(
家

庭
教
育
担
分
)
②
心
ふ
る
え
て
ま

す
(家
庭
教
育
但
分
)
③
よ
し
っ
/

僕
が
や
る
/
(健
全
育
成
認
分
)

④
お
じ
い
ち

ゃ
ん
元
気
に
な
っ

て

ね
ノ
・
(
児
童
劇
幻
分
)
⑤
正
し
い

歯
の
み
が
き
方
(
保
健
衛
生
日
分
)

⑥
1
人
ぽ

っ
ち
の
狼
と
7
匹
の
子

ゃ
ぎ

(
ア
ニ

メ
四
分
)
⑦
ト
ム

・

ソ
!
ヤ
の
冒
険

1
ト
ム
と
ハ
ッ

ク

と
ブ
タ
騒
動

l
(ア
ニ
メ
幻
分
)

。
ビ
デ
オ

①
よ
み
が
え
る
子
ど
も
た
ち

1
無

人
島
の
生
活
体
験
H
H

(
学
校
教
育

位
分
)
②
秋
の
野
山
で
あ
そ
ぽ
う

(学
校
教
育
日
分
)

問
い
合
わ
せ
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
(
宮
⑬

3
1
6
1
)



広報おおむら平成 4年 4月号

少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
9
日
出
1
刊
日
間

場

所

市

営
野
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月
9
日

ω、
午
後
2

土
寸チ

ー
ム
編
成
・
対
象

1
チ
l
ム
日
人
以
内

-
小
学
生
・
:
4
1
6
年
生

-
中
学
生
・・・学
年
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
も
登
録
し
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
単
位
で
編
成
し
て
く
だ

さ
い
。
チ
ー
ム
編
成
困
難
な
少

年
団
は
、
隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ

登
録
期
間

初
日
出

登
録
料
無
料

登
録
の
条
件

-
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会
(
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
・
ボ
l
ト
ボ
l
ル
)
な
ど
へ

の
出
場
を
希
望
す
る
人
。

・
日
常
活
動
が
で
き
る
範
囲
内
で

結
成
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
制

1
5
月

少
年
団
と
の
合
併
を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
初
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

多
良
岳
県
立
公
園

黒
木
登
山
口
山
開
き

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
刊
日
側
、
午
前
9
時

(
8
時
日
分
l
安
全
祈
願
祭
)

場
所

黒
木
パ
ス
終
点
前
広
場

主
催

大
村
山
岳
会

協
賛

大
村
市

・
長
崎
県
山
岳
連

盟
・
黒
木
町
町
内
会

ツ
少
年
団
登
録

-
単
一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き

な
い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体
と

合
併
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
部
分
的
に
複
数
の

少
年
団
に
登
録
す
る
こ
と
は
認
め

ま
せ
ん
。

・
締
切
後
の
登
録
ま
た
は
、
追
加

登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
転
入
生

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
体
育
課

※
登
録
用
紙
は
、
体
育
課
に
あ
り

ま
す
。

登
録
し
た
人
の
み
出
場
を
認
め

ま
す
の
で
、
記
入
も
れ
や
出
し
忘

れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「更
正
の
請
求
」

を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、

翌
年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い

金
額
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と

き
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
な
る
べ
く
早

く
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
納
め
る
こ
と
に

C
 

な
っ
た
税
額
は
、
修
正
申
告
を
す

る
日
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い。

自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し

た
と
き
に
は
、
無
申
告
加
算
税
は

軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く

早
く
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、

新
た
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
た
税
額
は
、
申
告
を
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

C 

ハL
)

転
宅
先
で
は
、
す
ぐ
電
気
が
使
え
ま
す

春
は
転
宅
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

ご
転
宅
さ
れ
る
と
き
は
、
転
宅

日
の
4
1
5
日
前
(
月

3
金
曜
日
)

ま
で
に
、
最
寄
り
の
営
業
所
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
口

そ
の
際
、
「
電
気
ご
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」
票
や
、

「電
気
料
金
領
収

証
」
に
記
入
し
て
あ
る
「
お
客
さ

ま
番
号
」
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
先
で
も
す
ぐ
に
電

気
が
ご
使
用
で
き
ま
す
。

リ
ミ
ッ
タ
i
を

「入
」
に
す
る

と
電
気
が
つ
き
ま
す
の
で
、
リ
ミ

ッ
タ
l
に
取
り
付
け
て
あ
る

「は

が
き
」
(
申
込
書
)
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み

も
同
時
に
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
九
電
大
村
営
業
所

(宮
⑫
2
1
7
1
)
へ

〔題名〕

・トム・ソーヤの冒険
ー トムとハックとブタ騒動

(アニメーション27分)

.，人ほごっちの狼と7匹の子やぎ
(アニメーション18分)

.ねずみのチャップ
(アニメーション10分)



初
心
者
対
象
の
公
開
講
座

エ立ー「

孟古こ
oF.t.，.ケ も

生主2
を
き司=

5冗

む
Z三
」ー

藩
政
時
代
の
古
文
書
(
記
録
・

書
簡
)
を
読
ん
で
、
郷
土
の
歴
史

に
日
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

日

時

毎

月

2
回

(第
1
・
3
水

曜
日
)

た
だ
し
4
月
は
、
日
日
と
幻
日

午
後
2
時
1
4
時

場

所

市

立
図
書
館

講

師

日

本
古
文
書
学
会
会
員

佐
竹
茂
先
生

申
込
期
限

4
月
刊
日
制
必
着

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
教
材
費

は
実
費
)

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

募
集
人
員
犯
人
(
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
立
史
料
館
(
東
本
町
4
8
1

2
⑬
1
9
7
9
)
 

体
験
航
海
し
ま
せ
ん
か

A 

海
外
体
験
(
グ
ア
ム

サ
イ
パ
ン
)

期
間

7
月
幻
日
制

1
況
日
幽

対

象

中

学

・
高
校
生

参
加
費

1
2
0
、
0
0
0
円

B 

園
内
体
験
(
沖
縄
)

期
間

8
月
日
日
制
l
m
日
肉

対

象

小

学
6
年

1
中
学
生

参
加
費

4
8
、0
0
0
円

募
集
人
員

A
・
B
と
も
各
2
人

申
込
締
切

A
・
B
と
も
4
月
ロ

日
制
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
附

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

内

宮

⑫

6
1
9
4
)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
5
月
コ
ー
ス
ー

内
容
・
危
険
物
取
扱
者
受
験
準

備
講
習
(
乙
種
第
4
類
)
・
ガ
ス

溶
接
技
能
講
習
・
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー

プ
ロ
入
門
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t初
級
)

・
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
基
礎

(ユ

ー
カ
ラ

a
r
t
中
級
)
・
M

S

D

O
S
基
礎
・

パ
ソ

コ
ン
実
務
(
ロ

l
タ
ス

1
1
2
1
3
初
級
)
・
デ

ー
タ
ベ
ー
ス

(d
B
A
S
E
皿
初

級
)
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
リ
レ

ー
シ
ー
ケ
ン
ス
応
用
)

・
第
二
種

電
気
工
事
士
試
験
受
験
準
備
講
習

申
込
期
間

4
月
1
日
側
l
m
日

何申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫

2
7
2
1
)

日
本
育
英
会

高
等
学
校
奨
学
生

資
格

高
校
全
学
年
、
中
学
3
年

生
(
予
約
奨
学
生
)

奨
学
金
月
額

・
公
立
UH
-
-
2
年
生

:
i万
2

千
円
、

3
年
生
・

:
1
万
1
千
円

-
私
立
1
1
1
2
年
生
・
・・2
万
4

千
円
、

3
年
生
:・
2
万
3
千
円

申
込
先

在
籍
す
る
高
校
・中
学
校

締

め

切

り

各
学
校
で
随
意
決
定

※
詳
し
く
は
、
日
本
育
英
会
長
崎

県
支
部
(
岡
宮

0
9
5
8
⑫
0

6
6
6
県
庁
内
)

県
職
員
(
大
学
卒
業
程
度
)

職
種
土
木
・
建
築
・
農
業
土
木
・

生
活
改
良

一
次
試
験

5
月
3
日
間

資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
1
4

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

申
込
期
間

4
月
6
日
側
1
M
日
制

申
込
書
請
求

・
照
会
先
県
人
事

委
員
会
事
務
局
総
務
課
(
宮

0
9

5
8
⑧
0
4
4
2
)
 

勤労青少年ホーム

3月8日、勤青ホームまつりより

利用できる人市内に居住、

または市内に勤務する30歳未

満の勤労青少年

受講 料無 料(材料費は実費)

時間午後 1時----9時

卓球 -バ ドミントンは毎週

行いますが、ほかの講座は月

2----3回行います。

問い合わせ 勤労青少年ホー

ム(福祉センター 3階 密 ⑬

1353) 
※会員相互の親睦のため、交

流会、パスハイクなどもあ

ります。

※受けイオけは午後 1時----9時

まで。

- 18-

き遺書き座の
受講生を!ましゅう

曜 講 座 名 内 ，谷""'" 

料 理
月

卓 球 初心者

対/、二 道 裏千家

火 華 道 i也 坊

来兵 粘 1二

宍ノl、二 道 表 千家

水 華 道 安達流

fく ン 習 寸r-'-三ヲ

←余&ιーー

道 宗偏流

華 道 新池坊

木 パッチワーク

ノミドミントン 市民体育館

卓 球 初心者

華 道 専正池坊

i: 着 物 着 イ寸

アートフラワー

平成 4年度講座案内

市営住宅入居者募集

種別 住宅名 戸数 間取 り 家賃(月額 ・円)

竹 ‘松 2 3K ~3DK 7.600~ 1 5 . 200 
1 

池 田 3 3DK 15.500 

種
久原第二 2 3DK 21. 200~ 23.800 

原 口 1 3DK 24.700 

東諏訪 l 3 K 12.300 
2 

竹 松 1 2 K 6.400 

種
池 田 5 2K ~3D K 7 . 800~ 12.00。
久原第二 1 3DK 18.200 

申込期間 4 月 6 日 (月 )~13 日 (月)

申し込み ・問い合わせ 建築課住宅係

(入居 資格)

①市内に住所、または勤務場所を有する人。

②現に同居し、または同居しようとする親

族(婚姻の届け出をしていな いが事実上

婚姻関係と同様の人、その他婚約者を含

む)があること O

③独立の生計 を営み、かっ家賃および敷金

を支払う 能力のある人。

④現に住宅に困窮していることが明らかな

人。

⑤収入制限があります。



広報おおむら平成 4年 4月号

健
康
ヨ
ー
ガ
の
会

自
分
の
か
ら
だ
に
あ
っ
た
無
理

の
な
い
運
動
で
、
心
と
か
ら
だ
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

太

鼓

の

定
例
会
毎
週
木
曜
日
、
午
前
日

土
寸

t，
つ
】
土
寸

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

講
師
桑
原
雅
子
先
生

入
会
希
望
の
人
は
、
(
宮
⑭

4

3
3
6
)
村
重
ま
で
。

打

ち

手

募

集

O
子
供
の
部
・
・
・
小
学
3
年
1
中
学

3
年
ま
で
の
男
女

O
大
人
の
部
・・
・
高
校
生

1ω
歳
位

ま
で
の
男
女

募
集
期
限

4
月
初
日
開

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

事
務
局
(
宮
⑫

2
5
8
0
)

ご
寄
寸{

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
久
保
千
年
(
立
福
寺
町
)
叩
万

円社
会
福
祉
基
金
へ

V
指
方
房
子
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

5
万
円

V
谷
口
和
子
(
武
部
町
)
金

一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
中
嶋
又
則
(
今
村
町
)
5
万
円

V
川
口
彊
(
杭
出
津
3
丁
目
)
5

万
円

V
林
茂
次
(
宮
小
路
3
丁
目
)
日

万
円

V
松
尾
ヨ
シ
カ
(
岩
松
町
)
初
万

円V
佐
々
木
カ
ツ
(
日
泊
町
)
叩
万

円V
田
中
時
雄
(
東
本
町
)
叩
万
円

V
小
川
正
義
(
久
原
1
丁
目
)
軽

車
両

f 

テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

心
一
台
貝

対
象
初
心
者
・
中
級
者

練
習
日
・
ジ

ュ
ニ
ア
(
土
曜
日
)

.
一
般

(火
・

木
・

日
曜
日
)

場
所

浄
水
管
理
セ

ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
テ
ニ
ス
協
会
・

広
滝

(
宮
⑬

7
6
8
6
、
夜
宮
⑫

4
8
2
1
)

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資

格

・

年
齢・
:
昭
和
弘
年
5
月

日
日

1
m
年
5
月
口
日
生
ま
れ
の

人
・
身
長
:
i
7
0
m
以
下
・
体

。
一
般
寄
付

市
立
図
書
館
ヘ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
大
村

l

絵
本
棚
叩
万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
親
和
銀
行
大
村
支
庖
H
H
体
育
館

舞
台
幕
日
万
円
相
当

三
浦
幼
稚
園
へ

V
三
浦
幼
稚
園
P
T
A
l子
供
用

自
転
車
、
身
長
計
ほ
か
日
万
円
相

当文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団

l
m
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
妙
宣
寺
寒
修
行
団

1
5万
円

重

・⑧
幻
1
日
比
⑧
位

1
m
同

・
視
力
裸
眼
で
両
眼
と
も
川
以

上
(
色
盲
不
可
)

応
募
締
め
切
り

4
月
お
日
出

応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会

(
玖
島
1
丁
目
日
1
1

8
⑫

6
1
9
4
)
 

婦
人
自
衛
官

H
H

二
等
陸
・
海
・
空

士

H
H

資
格

四
歳

1
幻
歳
未
満
の
女
子

申
込
期
限

5
月
初
目
的

試
験
日

6
月
7
日
間

試
験
場

申
請
時
ま
た
は
受
験
票

交
付
時
に
指
定
し
ま
す

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
合

清
和
国
へ

V
大
村
園
芸
高
校
生
活
科

l
奉
仕

V
大
谷
由
雄

(長
崎
市
塩
浜
町
)

1
演
奏
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
慰
問

V
親
奉
会

(森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
)
理
容
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺
寒
行
団

l
m万
円

慈
恵
荘
へ

V
川
口
彊

(杭
出
津
3
丁
目
)
5

万
円

V
田
中
ハ
ル
ノ
(
古
町
2
丁
目
)
5

万
円

V
九
州
花
王
販
売
制
長
崎
支
庖
佐

世
保
営
業
所

1
せ
っ
け
ん

・
シ
ヤ

⑫
6
2
1
7
)
 

大
村
キ
ャ
ロ
ッ
ト

「
』

l
.
p
u

(
マ
マ
さ
ん
サ
ッ
カ
ー
)

練
習
日
・
毎
週
日
曜
日
・
:
午
後

2
時
1
・
毎
週
水
曜
日
(
ナ
イ
タ

ー
)
:・
午
後
7
時
加
分

1

場
所
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
ほ
か

連
絡
先
城
(
宮
⑬

0
7
6
2
)

大
村
少
年
合
唱
団

対

象

小

学

3
年
以
上
の
男
・
女

希
望
者
説
明
会

4
月
4
日
出
、

午
後
2
時
却
分
1
、
市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ

大
村
少
年
合
唱
団

育
成
会
(
宮
⑬
2
3
0
3
富
永
)

ン
プ
ー
ほ
か

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
腰

ひ
も

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卵

V
笹
田
猛
(
吾
妻
町
)
果
物

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
、
っ

泉
の
里
へ

V
泰
道
l
慰
問

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
腰

ひ
も

V
指
方
房
子
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

3
万
円

V
片
岡
一
義
(
徳
泉
川
内
町
)
赤
飯

V
三
浦
保
育
園

l
慰
問
ほ
か

V
山
口
美
摩
(
諏
訪
2
丁
目
)
2

伊W~~ヨー号~ • .../ ~ 
この春、新しいあなたを発見しまぜんμ

おおむら

乙
女毎週木曜日 午前10時.-....-12時

大竹松住民センター 初心者大歓迎

大連絡先岩永 (宮 55-8710)

万
5
千
円

V
小
路
口
町
路
寿
会

l
慰
問
ほ
か

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
中
島
忠
義
(
松
原
1
丁
目
)
初

万
円

V
琴
花
園
H
H
門
松

V
開
法
寺

l
米

V
大
村
食
肉
加
工
研
究
会

1
ハ
ム

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

宝
樹
苑
へ

V
菅
一瀬
中
学
校
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

ー
奉
仕

V
浜
野
鮮
魚
庖

1
鮮
魚

V
末
藤
英
記
(
池
田
新
町
)
商
品

券
1
万
円
相
当
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カレジター4月の
4
月
は
、
固
定
資
産
税

(
1期
)
の
納
期
で
す
。(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 15日
妊婦教室(3)市役所 13 : 00~16:00 

(水)
妊婦教室(1)市役所 1 3 :00~16:00 (水)

3歳児健康診査 大村保健所

3日 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00~15 : 00 16日
⑧ 9 : 30~ 10 : 00 13: OO~ 13 : 30 

(金) ⑨40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
⑨昭和63年10月生まれ (63年4月 ~9月生 ま れで、

(木) まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票

5日 当番医 定期巡回献血市役所 9 : 30~ 12 : 00 

(B) 
(内-小)寺井医 院 玖島 1丁目宮⑫ 3574
(産)後藤産婦人科医院西大村本町宮⑫ 6015 1歳6か月児健康診査

17日 市コミセン ⑧13 : 00~13 : 30 

6日
安産教室 ~ラマーズ法を練習しまし ょう~

金)
⑧⑮...10日{金)と同じ

市役所 9 : 30~ 11 : 00 ⑨ 9 : 30まで 成人の健康相談 福祉センタ ー 13: OO~ 15 : 00 

(呂) ⑮母子健康手帳、ズボン @⑮...3日闘と同じ

一般健康相談 市役所 13 : 00~ 1 6 : 00
18日⑩血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか

耳とことば‘の相談 福祉センタ ー 13 : OO~ 15 : 00 
(土)

ワ日
乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13: 30~ 15 : 00 当番医

(~) 19日
(日)

(内・小)長 崎 医 院 寿古町宮⑮8615
(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町宮⑫4330

8日
妊婦教室(2)市役所 13:00~16:00 21日

(水) (火j
乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑧ 9: 30~ 11 : 00 

9日 22日
妊婦教室(4)市役所 1 3 : 00~16:00 

(木)
機能訓練根気の会福祉セン ター 1 3:30~15 :30 (水)

23日 機能訓練根気の会

1歳6か月児健康診査 (木) 松並ゲートボール場 1 3 : 30~15:30 

10日 市コミセン ⑧13 : OO~ 13 : 30 

(劃
⑩平成 2 年 9 月生まれ (平成2年4月 ~8月生まれで、 24日 幼児教室 (お口の健康と食生活) 市コミセン

まだ受けていない人も受診してくださ い) ⑧ 9 : 30~ 9 : 45 ⑨平成元年10月 ~11月生まれ

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ (金) ⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ

12日 当番医 26日 当番医

(内・胃)藤井内科医院 東 本町 宮⑫ 3878 (内・小)与那城医院 池田新町 宮⑬5575
(日) (皮・泌)黒 木医院 西大村本町 宮⑪ 0211 (日) (産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目 宮⑫3850

13日 乳幼児健康相談 竹松出張所 29日 当番医

(用)
⑧ 9 : 30~ 11 : 00 13: 30~ 15 : 00 

(水・祝)
(内・外)渡辺医院 松原 l丁目 E⑮ 8275 

⑮離乳食教室 10 : 30~ 1 5 : 00 (眼)楠木眼科医院 東 三城町 宮⑫ 2711

14日 乳幼児健康相談 市コミセ ン | 略号の説明 ⑧ 対象 ⑧ …受け付け ⑮ …内容

(刈 |
⑧ 9 : 30~ 11 : 00 13: 30~ 15 : 00 ⑧ …持ってくるもの

⑩離乳食教室 10 : 30~ 15 : 00 当番医の診療時間 9 : 00~18 : 00 

毎
月
l
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所

宮

問
問
4
1
1
1

印
刷
所
/
第

一
印
刷
怖

編
集
/
秘
書
広
報
課

む

む

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

35，668 
(ム 13)

39，003 
(ム ワ)

23，08ワ
(ム74)

)内は前月比

人口の動き

3月1日現在

人口 計 74，671
(ム20)

男

10 : 00~15 : 00) 

9 : 30~12: 00) 

10: 00~15 : 00) 

10 : 00~15 : 00) 

13 : OO~ 16 : 00) 

10 : 00~16 : 00) 

( 2日・木

( 9日・木

(15日・水

(22日 ・水

(24日・金

(28日・火

人 権相談

行政相 談

法律相 談

年金相 談

不動 産相談

交通事故相談

4
月
の
定
例
相
談
日 女

世帯数
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※受け付けは午前 8時30分より行っています。

4月の大村ボート (8 日 ~13日第 3 回競艇祭、 18 日 ~22 日、
26 日 ~29 日)
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